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130       若 良二,田川公太朗,趙 解春 :鳥取砂丘における自然エネルギー評価
7.まとめ
本研究では,自然エネルギー利用の観点から,最も普及が期待される風力および太陽エネルギー
に着目し,鳥取砂丘における風速・風向および全天日射量 ,日照時間の観測を行った。その観測結
果に基づき,鳥取砂丘における風況特性,日射特性,ならびに風力および太陽エネルギー密度に関
して,以下の結論を得た。
(1)地上高さ10mにおける風の年平均風速は5,lm/sであり,風力発電の導入が有望視される風速
の条件を満たしていることを確認した。卓越風向はSSW(南南西)の方位であり,SSW(南南
西)およびS(南)の風が年間を通して安定していることがわかった。また,風向出現率は低い
ものの,冬期におけるN(北)を中心としたNE(北西)からNW(北東)の年平均風速が,他
の風向の場合よりも大きいことがわかった。
(2)夏期における日積算日射量および日照時間は,冬期の場合に比べて,4.0倍および5,1倍と大
きいことがわかった。また,日射量の年平均値は日本各地の平年値の範囲内であり,年間日照
時間は日本各地の平年値を大きく上回っていた。これらのことは太陽エネルギーを利用する上
で望ましい結果であるが,観測期間が1年間と短いので,日射量および日照時間の観測を継続
することが必要である。
(3)冬期に出現する北寄りの風によって得られる風カエネルギー密度は,他の風向の風によって
得られるエネルギー密度よりも顕著に大きくなっており,風カエネルギー密度は冬期の方が夏
期よりも増加していることが明らかになった。
(4)太陽エネルギー密度は,夏期の方が冬期よりも増加していることがわかった。また,冬期を
除いて風カエネルギー密度を上回っており,太陽エネルギー密度の年平均値は風カエネルギー
密度の場合よりも約2.3倍大きいことがわかった。
(5)風力および太陽エネルギーを複合利用した場合,各エネルギーを単独利用した場合に比較し
て,エネルギー密度の季節間格差が緩和されたことから,風力および太陽エネルギーを複合し
たハイブリッドシステムの有用性を示した。
以上の結果を踏まえて,風力および太陽エネルギーを複合利用したハイブリットシステムの実用
化を図るためには,風況および日射観測データの蓄積,総エネルギー取得量の算定,システムの最
適化,経済性の評価などに,実証試験によるシステムの性能評価を加えた総合的な検討が重要な課
題となるであろう。
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